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【東大阪家族の集いのご案内】          

日  時：11 月 17 日(木) 13:00～15:00 

場  所：阪本病院 2 階 会議室 近鉄大阪線長瀬駅下車 徒歩約 8 分 

集  合：12:50 病院待合室（病院玄関で必ず検温・手指消毒してください） 

テ ー マ ：『お互いを知ろう SST』 

参加申込：橘 090-2090-5200  草宮 080-6434-1544  川辺 080-2517-6939 

締  切：11 月 3 日(木)電話またはメール等で必ず申込をお願いします。 

    ＊集い中止の時は、申込者に連絡致します。 

予  告  ＊12 月 15 日（木） 「 社会支援を知る」 

 

 

 

 

 

 

    

 精神疾患を持つ家族が元気になるために、対応のコツを学ぶセルフヘルプグループ 

 

 

 

 

 

世話人代表 橘やよい（０９０－２０９０－５２００）sst.kazokukai1@gmail.com 

阪本病院家族 SST交流会 ｈｔｔｐs：// kazokutudoi-sst.jimdofree.com    

  

笑顔に家族がなっていく場を ～安保寛明氏講演会から～ 

「ひきこもっている人の回復は、個人の努力だけでは乗り越

えられない新しい世界へのチャレンジです」 

まずは家族が笑顔になって安心できることから、家族の元気を

支援する場所を増やしましょうと話されました。安心して話せ

る家族会へのお誘いでした。雑談を聞く心のゆとりを持ちなが

らよき理解者や隣人を増やして、視点を変える場を一緒に作っ

ていきましょう。             （川邊慶子） 
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  ひきこもる人と家族への支援から見えてくること 

～安保寛明氏講演会～ 

９月 10 日東大阪生協病院：参加者 5１名 

▽講演内容から 

ひきこもりの人は？70 人に一人はひきこもりの状態です。 

ひきこもりの段階（喪失による悲嘆）は、ショック期・喪失期・閉じこもり期・癒しと再生期 

何かしら問題のある人の特殊な心理的反応というより、多くの人に生じる反応の経過です。安

心できる場を喪失した後の社会的孤立ととらえましょう。個人だけでは乗り越えにくいので、

理解者が必要です。又安心して失敗できる環境が必要です。 

＜どうすると前に進むの？＞ 

本人を変えようと誰かが頑張ると緊張感が相手に伝わって安心が形成されません。何人か、何

機関かが関わるネットワークづくりが最も有益です。さらに家族支援があって、家族も本人も

罪悪感を持たずに済む関係が必要です。 

＜かかわり方のポイント＞ 

＊安心感を持てるように、話を聞き対応する。 

＊雑談の中で、つながったり魅力を再発見したりする。 

＊チャレンジには、理解者を見つける 

＜まずは家族が安心できることから＞→家族の負担感を減らす。家族同士が仲良くなる。 

ステップ１ 家族支援→家族会の理解者を増やす。悪者探しはやめる。 

ステップ２ 本人の心理的理解支援。安心感を最優先、雑談を聞く余裕。 

ステップ３ 居場所の紹介。明るく前向きに失敗も味わっていい。 

ステップ４ 就労などへの支援。理解者を増やす、つながりつづける。 

 

＜ひと言感想から＞ 

▼家族がまず大切で支援が必要で・・・と、言っていただいてほっとしました。言葉も大変わ

かりやすくありがたかったです。 

▼引きこもりの方に関わる支援の考え方が変わりました。また、愚痴を批判しないようには受

容すると同じなのだと感じました。また事例を交えて話して下さることで理解しやすかった

です。 

▼「安心」というのが、何段階かに、分けてご説明いただいたことが、とても印象に残りまし

た。カウンセリングの要素がこんなにある講演は初めてでした。具体的と申しますか・・・。

学校現場に、活かして参りたいと思います。方向性がわかってきたように思います。実際の

エピソードでイメージできました。 
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  家族の集いから     

                

９月参加者 13 名 見学者 7 名 

テーマ【薬のほかに治療はあるの？】 

自己紹介かねて「秋といえば」、さつまいも、果物、秋刀魚、食博、台風、曇、風、虫の声、

キンモクセイ、コスモス、運動会・・・など。 

主治医に渡すメモ、薬や治療への疑問、ゆで卵理論、入院のタイミング、支援の第一歩はま

ず訪問看護、など学びました。支援者とつながりたい。つながる方法を知りたいという意見が

出たので、又、皆さんと考えていきたいです。 

 

＜ひと言感想から＞ 

▼たくさん学び、貴重な意見、体験を聞けてよかった。「本人のいないところで決めない」と

いうのは、大変参考になり、反省にもなった。帰って「ゆで卵理論」を教えたい。 

▼服薬をなくすことが目標だと思っていた。素人考え、偏見、まだまだ沢山私自身持っている。

家族が安心して過ごせる場、存在になりたい。 

▼訪問サービスなど医療機関で相談しているところを、もっと詳しく教えて欲しい。 

▼退院後の訪問看護のお話を、ぜひ取り入れたらと思う。 

▼本人の「自分の考えを言葉にする」に発言してくださった。コミュニケーションの難しさに

気づいてくれたのがうれしい。 

▼大変勉強になりました。「時薬」「人薬」「自分流の元気な薬」ついて、本人にどのようによ

いかもきいてみたい。 

▼本人に自分の考えを表現できる力、表現できる環境をつくりたい。 

▼今日は考えさせられた。心理教育、作業療法、デイケアなど回復するのに組めるものがある

が、当事者は、それができたらいいとわかっていてもできない状態だといっている。親はコ

ミュニケーション、言葉、色々と考えているが、日常、作業所などに通える様にと願う毎日。 

▼今の私の状況ではすぐに役立つ情報ではないのですが、色々と学べて勉強になった。 

▼健康の部分を大きくする。プリントをみて、「病気の部分は消すことはできない～」のこと

ば。そうなんだ・・・と、よかったです。ゆで卵理論、以前にも大家連で勉強したことがあ

って、なるほどと思った。 

▼薬の調整は大変難しいと感じている。特に朝のだるさ、不眠のため、朝起きられず、昼夜逆

転になりかねない。薬や副作用の事をなかなかドクターも相談にのってくれないし、言いに

くい・・・etc.薬だけで回復しないことは、よくわかりました。 
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